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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第38期

第３四半期連結
累計期間

第39期
第３四半期連結
累計期間

第38期

会計期間
自平成23年４月１日
至平成23年12月31日

自平成24年４月１日
至平成24年12月31日

自平成23年４月１日
至平成24年３月31日

売上高（千円） 10,343,89311,772,58714,402,179

経常利益（千円） 276,023 445,369 501,361

四半期（当期）純利益（千円） 82,994 185,504 207,307

四半期包括利益又は包括利益

（千円）
70,306 203,061 206,309

純資産額（千円） 6,425,070 6,626,153 6,561,073

総資産額（千円） 8,898,099 9,719,173 9,575,644

１株当たり四半期（当期）純利益
金額（円）

9.10 20.34 22.73

潜在株式調整後１株当たり四半期
（当期）純利益金額（円）

－ － －

自己資本比率（％） 71.1 67.0 67.5

　

回次
第38期

第３四半期連結
会計期間

第39期
第３四半期連結
会計期間

会計期間
自平成23年10月１日
至平成23年12月31日

自平成24年10月１日
至平成24年12月31日

１株当たり四半期純利益金額
（円）

3.52 11.95

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

２【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。

なお、第１四半期連結会計期間より、連結子会社であった東洋保全工業株式会社は、平成24年４月１日付で当社を存

続会社とする吸収合併により解散したため、連結の範囲から除外しております。

また、第２四半期連結会計期間より、株式会社蒼設備設計は、平成24年９月10日付で全株式を取得し完全子会社と

なったため、連結の範囲に含めております。

この結果、当社の連結子会社は10社となりました。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについての重要な変更はありません。

２【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

（１）業績の状況

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、震災復興需要等を背景に緩やかに回復の動きが見られたも

のの、欧州の財政問題の長期化、中国を中心とする新興国の成長の鈍化等海外経済の減速の影響を受け、依然とし

て厳しい状況下で推移しました。

このような状況の下、当社グループを取り巻く事業環境は、引き続き厳しい状況にありますが、メカトロ関連事

業におきましては、半導体、自動車、医療機器、産業機器、食品関係など幅広いメーカーのお客様に、「ワンストッ

プエンジニアリングサービス」の提供をより推進しました。ファシリティ関連事業におきましては、ビルマネジ

メントのノウハウに、省エネルギー、創エネルギー、蓄エネルギーなどのエネルギーマネジメントを付加し、お客

様が抱える建物のエネルギーに関する問題の解決に尽力しました。

これらの結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は、11,772百万円（前年同期比13.8％増）、営業利益は408

百万円（前年同期比69.7％増）、経常利益は445百万円（前年同期比61.4％増）、四半期純利益は185百万円（前

年同期比123.5％増）となりました。

セグメントの業績は次のとおりであります。

メカトロ関連事業におきましては、検査装置の製造を中心とするエンジニアリング業務が堅調に推移し、売上

高は3,786百万円（前年同期比12.5％増）となりましたが、人員増に伴う労務費の増加等により、セグメント利益

は144百万円（同22.3％減）となりました。

ファシリティ関連事業におきましては、施設管理の新規案件の獲得及びホテルの運営管理業務が堅調に推移

し、売上高は6,084百万円（同17.6％増）、セグメント利益は221百万円（同881.0％増）となりました。

コンテンツサービス事業におきましては、ホールの運営管理業務が堅調に推移し、売上高は1,901百万円（同

5.3％増）となりましたが、販売費及び一般管理費の増加により、セグメント利益は104百万円（同13.0％減）と

なりました。

（２）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

なお、当社は財務及び事業の方針の決定を支配する者の在り方に関する基本方針は定めておりません。

（３）研究開発活動

該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 36,500,000

計 36,500,000

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成24年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成25年２月13日）

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式 9,125,000 9,125,000
東京証券取引所

市場第二部

単元株式数

100株

計 9,125,000 9,125,000 － －

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数(株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成24年10月１日～

平成24年12月31日
－ 9,125,000 － 981,662 － 956,962

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成24年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。

①【発行済株式】

 平成24年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式  　   6,200 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 　9,117,700 91,177 －

単元未満株式 普通株式       1,100 － －

発行済株式総数 9,125,000 － －

総株主の議決権 － 91,177 －

②【自己株式等】

 平成24年12月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

株式会社マイスター

エンジニアリング

千葉市美浜区中瀬

一丁目３番地
6,200 － 6,200 0.07

計 － 6,200 － 6,200 0.07

２【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動は、次のとおりであります。

(1) 役職の異動

新役職名 旧役職名 氏名 異動年月日

代表取締役社長
兼　メカトロ事業本部長

代表取締役社長 柴田　一郎 平成24年11月１日

取締役常務執行役員
管理本部長
兼　人財開発部長
兼　株式会社マイスター60　取締役社長　

取締役常務執行役員
管理本部長
兼　株式会社マイスター60　取締役社長　

鈴木　利雄 平成24年11月１日
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第 193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成24年10月１日から平

成24年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年12月31日まで）に係る四半期

連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,579,440 2,438,536

受取手形及び売掛金 ※
 2,297,277

※
 2,233,177

未成工事支出金 152,753 360,345

仕掛品 22,538 42,579

原材料及び貯蔵品 15,540 16,191

その他 252,958 214,245

貸倒引当金 △12,272 △3,557

流動資産合計 5,308,238 5,301,519

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 1,072,229 1,079,954

土地 1,102,208 1,114,755

その他（純額） 95,472 78,948

有形固定資産合計 2,269,910 2,273,657

無形固定資産

のれん 152,724 122,813

その他 41,571 39,547

無形固定資産合計 194,295 162,361

投資その他の資産

投資有価証券 648,763 631,947

差入保証金 170,771 219,626

破産更生債権等 80,468 78,666

その他 984,641 1,130,076

貸倒引当金 △81,445 △78,681

投資その他の資産合計 1,803,200 1,981,635

固定資産合計 4,267,405 4,417,654

資産合計 9,575,644 9,719,173
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年12月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 738,647 743,573

未払法人税等 141,612 57,026

賞与引当金 275,957 145,972

役員賞与引当金 10,000 －

その他 922,766 1,128,660

流動負債合計 2,088,983 2,075,231

固定負債

退職給付引当金 665,657 691,069

役員退職慰労引当金 73,340 149,148

資産除去債務 39,000 43,918

長期預り保証金 110,236 110,691

その他 37,352 22,961

固定負債合計 925,587 1,017,787

負債合計 3,014,570 3,093,019

純資産の部

株主資本

資本金 981,662 981,662

資本剰余金 956,962 956,962

利益剰余金 4,522,784 4,571,507

自己株式 △3,136 △3,136

株主資本合計 6,458,271 6,506,995

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 3,423 4,924

その他の包括利益累計額合計 3,423 4,924

少数株主持分 99,378 114,233

純資産合計 6,561,073 6,626,153

負債純資産合計 9,575,644 9,719,173
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年12月31日)

売上高 10,343,893 11,772,587

売上原価 8,662,947 9,919,366

売上総利益 1,680,945 1,853,220

販売費及び一般管理費 1,440,145 1,444,594

営業利益 240,800 408,626

営業外収益

受取利息 2,250 4,723

受取配当金 2,286 2,065

持分法による投資利益 7,876 －

匿名組合投資利益 4,099 14,878

助成金収入 1,389 1,084

貸倒引当金戻入額 19,897 12,913

その他 11,540 8,052

営業外収益合計 49,340 43,717

営業外費用

支払利息 3,498 4,042

持分法による投資損失 － 532

匿名組合投資損失 728 354

支払補償費 5,370 197

その他 4,519 1,847

営業外費用合計 14,116 6,974

経常利益 276,023 445,369

特別利益

負ののれん発生益 － 8,348

特別利益合計 － 8,348

特別損失

投資有価証券評価損 3,860 61,693

特別損失合計 3,860 61,693

税金等調整前四半期純利益 272,163 392,024

法人税、住民税及び事業税 93,382 131,775

法人税等調整額 85,954 58,688

法人税等合計 179,336 190,464

少数株主損益調整前四半期純利益 92,826 201,560

少数株主利益 9,832 16,055

四半期純利益 82,994 185,504
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 92,826 201,560

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △22,520 1,501

その他の包括利益合計 △22,520 1,501

四半期包括利益 70,306 203,061

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 60,474 187,005

少数株主に係る四半期包括利益 9,832 16,055
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【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

（1）連結の範囲の重要な変更

第１四半期連結会計期間より、東洋保全工業株式会社は、平成24年４月１日付で当社を存続会社とする吸収合

併により解散したため、連結の範囲から除外しております。

また、第２四半期連結会計期間より、株式会社蒼設備設計は、平成24年９月10日付で全株式を取得し完全子会社

となったため、連結の範囲に含めております。

（2）持分法適用の範囲の重要な変更

第２四半期連結会計期間より、株式会社日本ソーラーサービスは、平成24年７月30日付で当社が保有する全株

式を売却したため、持分法適用の範囲から除外しております。

【会計方針の変更等】

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）

当社及び連結子会社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以後に取得した

有形固定資産について、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。

これによる、当第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響は軽

微であります。

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

※　四半期連結会計期間末日満期手形

四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理をしております。なお、

当四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形が四半期連結

会計期間末日残高に含まれております。

　
前連結会計年度

（平成24年３月31日）
当第３四半期連結会計期間
（平成24年12月31日）

受取手形 10,695千円 4,834千円

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次

のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自  平成23年４月１日
至  平成23年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自  平成24年４月１日
至  平成24年12月31日）

減価償却費 100,336千円 87,652千円

のれんの償却額 32,758 29,910
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年12月31日）

配当金支払額

 
 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月29日

定時株主総会
普通株式 91,188 10.00平成23年３月31日平成23年６月30日利益剰余金

平成23年10月28日

取締役会
普通株式 45,593 5.00平成23年９月30日平成23年12月８日利益剰余金

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年12月31日）

配当金支払額

 
 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月28日

定時株主総会
普通株式 91,187 10.00平成24年３月31日平成24年６月29日利益剰余金

平成24年10月30日

取締役会
普通株式 45,593 5.00平成24年９月30日平成24年12月７日利益剰余金

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自平成23年４月１日　至平成23年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位:千円）

　　

報告セグメント

合計メカトロ
関連事業

ファシリティ
関連事業

コンテンツ
サービス事業

売上高

(1)外部顧客への売上高

(2)セグメント間の内部

売上高又は振替高

　

3,364,374

　

134

　

5,173,247

　

4,519

　

1,806,271

　

536

　

10,343,893

　

5,190

計 3,364,5095,177,7671,806,80710,349,084

セグメント利益 186,076 22,589 120,222 328,887

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額

の主な内容（差異調整に関する事項）

（単位:千円）

利益 金額

報告セグメント計

のれんの償却額

全社費用等（注）

328,887

△32,758

△55,329

四半期連結損益計算書の営業利益 240,800

（注）主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

EDINET提出書類

株式会社マイスターエンジニアリング(E05004)

四半期報告書

12/16



Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自平成24年４月１日　至平成24年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位:千円）

　　

報告セグメント

合計メカトロ
関連事業

ファシリティ
関連事業

コンテンツ
サービス事業

売上高

(1)外部顧客への売上高

(2)セグメント間の内部

売上高又は振替高

　

3,786,060

　

－

　

6,084,691

　

726

　

1,901,836

　

736

　

11,772,587

　

1,462

計 3,786,0606,085,4171,902,57211,774,050

セグメント利益 144,537 221,601 104,554 470,692

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額

の主な内容（差異調整に関する事項）

（単位:千円）

利益 金額

報告セグメント計

のれんの償却額

全社費用等（注）

470,692

△29,910

△32,156

四半期連結損益計算書の営業利益 408,626

（注）主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第３四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 9円10銭 20円34銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 82,994 185,504

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 82,994 185,504

普通株式の期中平均株式数（株） 9,118,775 9,118,707

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

２【その他】

平成24年10月30日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

（イ）配当金の総額・・・・・・・・・・・・・・・45,593千円

（ロ）１株当たりの金額・・・・・・・・・・・・・５円00銭

（ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日・・・・平成24年12月７日

（注）平成24年９月30日現在の株主名簿に記載または記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。

EDINET提出書類

株式会社マイスターエンジニアリング(E05004)

四半期報告書

15/16



 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成25月２月13日

株式会社マイスターエンジニアリング

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 秋山　賢一　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 柴田　芳宏　　印

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社マイス

ターエンジニアリングの平成24年４月１日から平成25年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成

24年10月１日から平成24年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年12月31日ま

で）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及

び注記について四半期レビューを行った。

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社マイスターエンジニアリング及び連結子会社の平成24年12月

31日現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせ

る事項がすべての重要な点において認められなかった。

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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